
ロボティクス

出所 予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績
は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。
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とハードウェアの融合により、汎用性のあるロボティクスが実現可能となる見通しです。

ロボットは工場の現場で人間を凌ぐパフォーマンスを上げており、今後多くの分野が同じ状況

になっていくでしょう。ハードウェアとソフトウェアのコストがライトの法則に沿って低下していく

につれ、 によって引き続き生産性が向上するとともに、新たに汎用ロボティクスの市場機会

が生み出され、年間売上高が 兆米ドルを超える市場に拡大していくとみられます。

ライトの法則とは、累積生産量が倍増する度に一定の割合でコストが低下するというものです。出所 による上記分析は外部ソースによる様々な基礎データに基づいています。当該データ等について
は、請求に応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必
ずしも将来の成果を示唆するものではありません。
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やコンピュータービジョンのおかげで、ロボットは構造化されていない環境でも
コスト効率よく運用可能になる見通し

各カテゴリー内の点は、人型ロボットと自動運転車を除いて実際の製品を表しています。 上記数値は市場で販売されると予想する人型ロボットの推定コストを示しています。 上記は現在運営中および将来のロボタクシーの両方の数値を示しています。
出所 による上記分析は外部ソースによる様々な基礎データに基づいています。当該データ等については、請求に応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。
上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。
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価格の低下が産業用ロボットへの需要を刺激

出所 のデータに基づく 予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有
価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。

産業用ロボットのコストは、累積生産量が倍増する毎に ％低下してきています。
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産業用ロボット需要の価格弾力性
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性能の向上が産業用ロボットへの需要を刺激

出所 による上記分析は外部ソースによる様々な基礎データに基づいています。当該データ等については、請求に応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはで
きません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。

コンピューター化されたロボットビジョン（カメラシステム）やディープラーニングの進歩により、ロボットの性能は過去 年間で 倍に向上しています。

ロボットはすでに人間のパフォーマンスを 倍超上回っており、性能の上限も見えていません。
ア
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数

時間当たりのピックアンドプレース（対象物を拾い上げ、特定の位置まで搬送する作業）のアイテム数
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協働ロボットは普及曲線のスイートスポットに突入

字カーブとは 典型的な技術普及曲線を言い、時系列にプロットすると「 」のように見えることから名づけられました。出所 による上記分析は
を含む様々な外部ソースに基づいています。当該外部ソース等については、請求に応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言

または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。
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産業用ロボットの販売台数
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産業用ロボット販売台数全体に占める

協働ロボットの割合

協働ロボットと人間は、外出先、工場、自宅を問わず一緒に作業をするようになるとみられます。

歴史的に見て、新しい技術は市場シェアが ～ ％に近づくと、その発展のペースを示す 字カーブが転換点を迎えます 。
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多数の企業が人間よりも多くのロボットを配置するようになる見通し

モデルによる予測値であり年率換算されています。数値に「 」が付いたものは による推定値です。 出所 年 月 日時点 のデータに基づく 予想は本質的に限界があり、依拠する
ことはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。

（
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位
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、
千
人
）

のロボット数と従業員数

ロボットは人間を単調な肉体労働から解放しつつあります。
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（
単
位
：分
）

クリック（注文）から 倉庫での

発送までにかかる時間

（
単
位
：
時
間
）

自動車製造にかかる時間

（
単
位
：
時
間
）

洗濯にかかる時間

様々な産業を変貌させてきたオートメーションの生産性向上効果

出所 による上記分析は外部ソースによる様々な基礎データに基づいています。当該データ等については、請求に応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはで
きません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。
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汎用ロボティクスは世界全体で 兆米ドル超の収益機会をもたらす可能性

注記 緑色セルは が妥当または可能性が高いと考える結果を示しています。出所 による上記分析は外部ソースによる様々な基礎データに基づいています。当該データ等については、請求に
応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来
の成果を示唆するものではありません。
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